
年老いても、障害があっても、笑顔で暮らせる日本に！

厚生労働委員会理事として、国会での社会保障論議をリード！

障害者
自立支援法

こ
れ
じ
ゃ
あ
、

障
害
者
自
立
「
阻
害
」
法
？

こ
の
法
案
は
、

「
障
害
が
重
い
人
ほ
ど
、多
く
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
料
を
払
う
こ
と
に
な
る
」

「
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
増
え
に

く
く
な
る
」「
通
所
施
設
で
月
１
万
円

の
給
料
の
障
害
者
が
、月
２
万
円
の
利

用
料
を
新
た
に
払
う
こ
と
に
な
る
」「
心

の
病
に
苦
し
む
方
々
が
、精
神
科
に
か

か
り
に
く
く
な
る
」
な
ど
、問
題
点
が

多
い
法
案
で
す
。

山
井
は
、障
害
者
の
声
を
代
弁
。

家事援助はカットはしない！
筋力トレーニングは強制しない！

障害者施設を27ヶ所訪問し、現場の声を代弁
（3面参照）

尾辻大臣は「原則1割負担」と言いますが、所得が少ない
障害者にとって1割負担は無理があります。（山井）

年金問題

高齢者虐待防止・介護者支援

介護保険

認知症（痴呆）予防

尾辻大臣
に迫る！！
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京都新聞　4月11日

記者会見の様子。
山井の右横は事務局長の泉ケンタ衆議院議員（京都3区）
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このままでは年金制度は崩壊します。
民主党は、改革を先送りしません。
一元化などの抜本改革が早急に必要です！

民主党の「介護保険改革チーム」の座長として、
尾辻厚生労働大臣と議論を重ねました。
その中で、今回の介護保険改革に対して、私は
多くの高齢者を訪問（3面参照）する中で、「今ま
で利用していた家事援助サービスがカットされる
のでは？」「筋力トレーニングはやりたくない！」と
いう切実な声が多く寄せられました。
この点を私は取り上げ、尾辻大臣から「本人が
できないことを手助けする家事援助はカットしない」
「筋力トレーニングは強制しない」という重要な
答弁を引き出しました。（右下新聞記事）

「認知症（痴呆）予防教室の効果があが
っている」という調査結果を国会でとりあげ、
介護保険に認知症（痴呆）予防を取り入れ
ることを求めました。尾辻大臣からは「地
域支援事業において介護予防事業の一環
として実施する」との回答を得ました。

民主党の「高齢者虐待防止法立法チーム」の座長
として、記者会見を行ないました。 
過去20回の勉強会や会議を開き、虐待防止だけ

でなく、緊急ショートステイの整備など、介護者の支
援も行う法律の成立を今国会で目指しています。

山井
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